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1. 利用開始 Mendeleyを使用するにはユーザー登録が必要です。ユーザー登録後、デスクトップ版を
インストールしてください。

ブラウザで www.mendeley.com にアクセスします。

［Create a free account］をクリックします。続いて表
示される3つの画面で情報を入力または選択し、ユーザー
登録を完了してください。

・First name、Last name、E-mail、Password
・専攻分野と肩書
・所属機関

ウェブ版にサインインするには、［Sign in］をクリックします。
②で登録したE-mailとPasswordを入力してサインイン
します。

デスクトップ版のプログラムは、［Download］からダウン
ロードし、インストールします。
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Mendeley（メンデレー）は、学術論文の管理とオンラインでの情報共有を目的とし
た無料の文献管理ツールです。Windows、Mac、Linuxに対応するデスクトップ
版と、オンラインでどこからでも利用できるウェブ版を組み合わせて使用します。
iOS、Androidに対応するモバイル版もあります。

• ライブラリに追加したPDFから書誌情報を自動的に抽出
• ハイライト、注釈機能を備えたPDFビューアと強力なPDF管理機能
• Web Importerで各種データベースから文献を直接インポート
• デスクトップ版とウェブ版の同期により複数の端末から同じ文献にアクセス
• Wordへの参考文献の挿入
• プライベートグループで他の研究者と文献を共有
• 個人プロファイルと研究者ネットワーク

deley（メンデレー）は、

www.mendeley.com　クイックレファレンスガイド　2017年4月
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無料の文献管理ツール & 研究者ネットワーク
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ユーザー登録、インストール、サインイン

ウェブ版にサインインすると、Feed画面が表示されます。
おすすめの研究者やニュースが表示されるほか、トップメ
ニューには他のページへのリンクが用意されています。

Library　登録されている文献リストを表示します。

Suggest　おすすめの論文と研究者を表示します。

Stats　Scopusに収録されている自分の発表論文の
被引用数や読者情報を確認できます。

Groups　所属しているグループを表示します。

Data　研究データを保存・公開するためのMendeley 
Dataにリンクします。

Careers　研究者向け職業紹介サイトMendeley 
Careersにリンクします。

Search　Papers（Mendeleyオンラインカタログ）、
People（Mendeleyユーザー）、Groups（グループ）、
Support（サポート情報）を検索できます。
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ウェブ版の利用開始

デスクトップ版を起動するとE-mailとPasswordを入力
するように求められるので、②で登録したE-mailと
Passwordを入力してサインインします。
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デスクトップ版の利用開始



PDFのインポート

2. デスクトップ版 デスクトップ版では、PDFをドラッグ＆ドロップするだけで書誌情報が自動的に抽出されます。
ハイライトや注釈が可能なPDFビューア、強力なPDFの管理機能も備えています。

Mendeleyに文献を追加する最も簡単な方法は、PDFを
インポートすることです。

個別のPDFを中央フレームにドラッグ＆ドロップします。
または［File］メニュー  → ［Add Files…］で追加します。

PDFが入ったフォルダを中央フレームにドラッグ＆ドロップ
します。または［File］メニュー  → ［Add Folder…］で
追加します。

Watched Folderを利用すると、指定したフォルダに
PDFを入れるだけで、自動的にMendeleyに追加されま
す。電子ジャーナルから特定のフォルダにPDFをダウン
ロードしている場合に便利な機能です。

Watched Folderは以下で指定します。

・［File］メニュー  → ［Watch Folder…］

または

・Windows：［Tools］メニュー  → ［Options］ →
［Watched Folders］タブ

・Mac：［Mendeley Desktop］メニュー  →
［Preferences…］  →  ［Watched Folders］タブ

PDFから自動的に書誌情報が抽出され、右フレームに
表示されます。
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書誌情報の編集、ライブラリの管理

マニュアルで情報を入力する場合は、［File］メニューか
ら［Add Entry Manually…］を選択します。

自動的に抽出された書誌情報が不完全な場合は、右フ
レームのDetailsタブで編集することができます。

文献のArXiv ID、DOI、PMIDで書誌情報を検索する
こともできます。

執筆中の原稿など、Mendeleyのオンラインカタログに
索引付けされたくない場合は、［Unpublished work – 
exclude from Mendeley Web catalog］をチェック
します。
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検索ボックスで、ライブラリ内の文献を検索できます。
▼ をクリックして、検索項目を指定することもできます。

My Library欄には以下のフォルダがあります。

　　All Documents　全文献

　　Recently Added　最近追加した文献

　　Recently Read　最近読んだ文献

　　Favorites　お気に入りの文献

　　My Publications　自分の発表論文

　　Unsorted　未分類の文献

［Create Folder…］で新しいフォルダを作成できます。

文献の前には以下のアイコンが付いています。

　　お気に入りの文献

　　未読の文献

　　PDFが添付されている文献

　　ウェブから PDFをダウンロード可能

著者名、タイトル、出版年、出版物名、文献の追加日
で並べ替えることができます。

各文献にタグを付与し、文献を分類することができます。

著者キーワード、著者名、タグ、出版物名でフィルタを
かけることができます。
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書誌情報が自動的に抽出されます
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PDFファイル PDFが入ったフォルダ Watched Folder1 2 3
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書誌情報の編集

ライブラリの管理



初期設定では、MendeleyにPDFをインポートしても
Mendeley内にPDFのコピーは作成されません。したがって、
Mendeleyにインポートした後で元のPDFを削除すると、
MendeleyからもPDFは削除されてしまいます。

MendeleyにインポートしたPDFを管理するには、File 
Organizerを使用します。

・Windows：［Tools］メニュー  → ［Options］  → 
［File Organizer］タブ

・Mac：［Mendeley Desktop］メニュー  → 
［Preferences…］  → ［File Organizer］タブ

［Organize my files］をチェックすると、指定したフォ
ルダに、MendeleyにインポートしたPDFがコピーされ
ます。

［Sort files into subfolders］をチェックすると、②で指
定したフォルダ内に、Author、Title、Year、Journal
で分類したサブフォルダが作成され、PDFが保存されます。

［Rename document files］ をチェックすると、PDF
の名前を、Author、Title、Year、Journalを使ったわ
かりやすいファイル名に自動的に変更することができます。

初期設定ではすべてオフです。

MendeleyはPDFビューアを備えています。テキストをハイ
ライトしたり、注釈を付けたりすることができます。

検索ボックスにキーワードを入力してPDF内を検索するこ
とができます。入力に合わせて、検索語がハイライトされ
ます。

右フレームのNotesタブに注釈を入力することができます。
この注釈はライブラリの検索の対象です。

テキストを選択すると、 　テキストをハイライトしたり、   
　  注釈を付けたりすることができます。この注釈はライ
ブラリの検索の対象外です。

ハイライトや注釈の色を変えることができます。

PDFビューア

PDFの管理
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［Rename document files］で Author – Year – Titleを指定した例：
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ブ リ

EndNote Basic (Web) の場合
1. ［フォーマット］タブから［エクスポート］を選択
する

2. ［レファレンス］ドロップダウンリストからエクスポー
トするレコードを選択する

3. ［スタイル］ドロップダウンリストから［RefMan
（RIS）Export］を選択する

4. ［保 存］ボタンをクリックし、ファイル
（exportlist.txt）を保存する

他の文献管理ツールからのデータのエクスポート方法

EndNoteの場合
1. ［File］メニューから［Export...］を選択する
2. ［Export file name:］ ダイアログボックスで以
下を指定する

　・ファイルの種類として［XML（*.xml）］
　・Output style として［Show All Fields］
　・［Export Selected References］のチェッ
クを外す

3. ［保存］をクリックする

RefWorksの場合
1. ［レコード］メニューから［エクスポート］を選択
する

2. ［レコードをエクスポート］ポップアップウィンドウ
の S e l e c t  a n  E x p o r t  F o r m a tで
［Bibliographic Software（EndNote, 
Referece Manager, ProCite）］を選択する

3. ［↓レコードをエクスポート］をクリックする
4. 拡張子 .ris で保存する

※ エクスポートした文献をMendeleyにインポートするには、デスクトップ版の［File］メニュー → ［Import...］を選択し、該当するファイルタイプを選択してください。



3. ウェブ版 ウェブ版では、Web Importerを使用して各種データベースや電子ジャーナルから文献を直接イン
ポートすることができます。インポートした文献はライブラリで確認することができます。

ライブラリの表示

Web Importerの利用

3

2

1

4

5

4

5

1 2

トップメニューから［Library］を選択すると、ウェブ版に
登録されている文献を確認することができます。

検索ボックスで、ライブラリ内の文献を検索できます。

［+ Add］で、PDFを追加したり、マニュアルで情報を
入力したりすることができます。

デスクトップ版と同様に、中央フレームに個別のPDFや
PDFが入ったフォルダをドラッグ＆ドロップすることによって
文献を追加することもできます。

文献の追加日およびタイトルで文献を並べ替えることがで
きます。

［Edit］で書誌情報を編集することができます。
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デスクトップ版の［Tools］メニューから［Install Web 
Importer］を選択するか、ブラウザで下記URLにアク
セスし、Web Importerのインストール画面を開きます。
www.mendeley.com/import

ブラウザに応じた設定方法が示されるので、指示に従っ
てインストールしてください。

ChromeまたはFireFoxの場合は、ブラウザエクステン
ションをインストールします。

SafariまたはInternet Explorerの場合は、ブックマー
クレット［Save to Mendeley］をブラウザのツールバー
にドラッグ＆ドロップします。
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Web Importerのインストール

ブラウザがChromeまたはFireFoxの場合は、ブラウザ
エクステンションのアイコンをクリックします。

ブラウザが SafariまたはInternet Explorerの場合は、
ツールバーの［Save to Mendeley］をクリックします。
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文献の追加

Web Importerは、各種のデータベースや電子ジャーナル
に対応しています。Mendeleyに追加したい文献が見つかっ
たら、Web Importerを実行します。

個別の論文ページの場合は、［Save］をクリックして保
存します。

検索結果ページの場合は、［Save All］ですべての文
献を保存するか、必要な文献を選択してから［Save］
で保存します。

データベースによっては、個別の論文ページにのみ対応
している場合があります。

ScienceDirect、Scopus、CiNii、医中誌Webなどの
ように、製品内にMendeleyへのエクスポートのメニュー
が用意されている場合もあります。

電子ジャーナルでは、PDFも一緒にダウンロードできる
場合があります。PDFを開いた画面からも、Web 
Importerを利用することができます。

画面の右上にポップアップウィンドウが表示されます。

※

※

※



5

デスクトップ版とウェブ版を同期させることによって、複数の
端末やデバイスから同じ文献にアクセスできるようになりま
す。たとえば、大学/職場のWindows、自宅のMac、
通学/通勤途中のiPadから同じ文献を読むことができます。

ウェブ版はデータのバックアップの役割も果たします。新しい
端末にMendeleyをインストールした場合、同期するだけで
すべての文献を新しい端末に取り込むことができます。

同期は、デスクトップ版を起動したときに自動的に実行されま
す。デスクトップ版のツールバーの［Sync］をクリックして
同期させることもできます。

デスクトップ版とウェブ版を同期するには、ツールバーの 
［Sync］をクリックします。

PDFの同期方法を指定するには、［My Library］欄で
All Documentsを選択した状態で［Edit Settings］
をクリックします。

PDFを同期する場合は、［Synchronize attached 
files］をチェックします。同期の対象とするフォルダを指
定することもできます。初期設定は全フォルダ（For my 
entire library）です。

ウェブ版の空きディスク容量を確認できます。無料版では
2GBまで、機関版では100GBまで利用可能です。個人
でのアップグレードも可能です。

［Save & sync］をクリックし、設定の保存および同期
を実行します。

4. デスクトップ版とウェブ版の同期 Mendeleyは、デスクトップ版とウェブ版を組み合わせて使用します。デスクトップ版とウェ
ブ版を同期することによって、どこからでも同じ環境で利用できるようになります。
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ウェブ版

同期

デスクトップ版
Windows

デスクトップ版
Mac

デスクトップ版
Linux

モバイル版
iOS / Android
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個人プロファイルと研究者ネットワーク

個人プロファイルを編集するには、ウェブ版にサインイン
後、自分の名前のリンクまたは写真をクリックします。

各項目の［Edit］をクリックして、自分のプロファイルに
表示する個人情報を編集することができます。

自分の発表論文を公開するには、Publications欄の
［+ Add］をクリックし、PDFをドラッグ＆ドロップします。
デスクトップ版またはウェブ版のライブラリのMy 
Publicationsフォルダに論文を追加しても同じです。

E-mail、Password、肩書、専攻分野を変更するには、
名前の右のv をクリックし、［Settings］を選択します。
［Privacy］では、個人情報の公開範囲を指定すること
ができます。
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トップメニューから［Search］  →  ［People］を選択して、
他の研究者を検索することができます。

その研究者の発表論文などを確認することができます。

この研究者をフォローしたい場合は、［Follow］をクリッ
クします。フォローすると、Feedページにその研究者の
活動が表示されるようになります。
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研究者ネットワーク
他の研究者を検索し、その発表論文を確認したり、フォロー
したりすることができます。
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個人プロファイル

Mendeleyでは、自分のプロファイルや発表論文を公開す
ることができます。
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Wordプラグインのインストール

5. Wordへの参考文献の挿入 Wordで論文を執筆する際に、Mendeleyから参考文献を簡単に挿入できます。7,000以上の
引用スタイルに対応しています。LibreOffice、BibTexにも対応しています。

参考文献の挿入

原稿内の参考文献を挿入したい場所で、［Insert 
Citation］をクリックします。

ポップアップウィンドウが現れるので、必要な文献を
Author、Title、Yearで検索します。

希望の文献を選択し、［OK］をクリックします。

Mendeley本体で検索したい場合は、［Go To 
Mendeley］をクリックします。文献を選択し、ツールバー
の［Cite］をクリックします。

マウスカーソルの場所に文献符号が挿入されます。
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参考文献リストの作成

参考文献リストを挿入したい場所にマウスカーソルを置
き、［Insert Bibliography］をクリックします。

参考文献リストが挿入されます。
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Windows：

Mac：
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Word文書に参考文献を挿入するには、Wordプラグイン
のインストールが必要です。

デスクトップ版の［Tools］メニューから［Install MS 
Word Plugin］を選択します。

1

インストールが完了すると、Wordプラグインが以下の場所
に表示されます。

Windows：［参考資料］メニューに表示されます。

Mac：［参照設定］メニューに表示されます。
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引用スタイルの変更

引用スタイルは、Styleプルダウンリストで変更することが
できます。

Styleプルダウンリストにないスタイルを使用するには、
［More Styles…］を選択します。

希望のスタイルがインストール済の場合は、ポップアップ
ウィンドウの［Installed］タブから選択し、［Use this 
Style］をクリックします。

希望のスタイルがまだインストールされていない場合は、
［Get More Styles］タブで検索し、［Install］をクリッ
クします。

文献タイプがウェブページの場合にのみ参考文献に
URLを含めるようにするには、Include URLs and Date 
Accessed in Bibliographiesプルダウンで［Only for 
Webpages］を選択します。

ジャーナルの省略形にピリオドを付けるか付けないかは、
引用スタイル側ではなく、［Abbreviations］タブの
［Include periods］で指定します。

既存のスタイルを編集して新しいスタイルを作成するに
は、右クリックで表示されるメニューから［Edit Style］
を選択し、CSL Editorを起動します。

引用スタイルは、Mendeleyデスクトップ版の［View］
メニュー  → ［Citation Style］でも指定できます。
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引用スタイルは、CSL Editor（csl.mendeley.com）で
編集することができます。

編集が終了したら、［Style］メニュー  → ［Save Style］
を選択して保存します。

編集されたスタイルがMendeleyサーバー上に保存され、
そのURLが表示されるとともに、スタイルが読み込まれた
状態でMendeleyデスクトップ版が起動します。

引用スタイルの編集方法は、下記ページでご確認ください。
www.elsevier.com/jp/online-tools/mendeley/
citation-style

引用スタイルの編集
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WordファイルはMendeleyとリンクされた状態になって
いるため、参考文献リストをマニュアルで変更しても、
［Refresh］など他の操作を行うと元の状態に戻ってしま
います。

Mendeleyとのリンクを解除したファイルを作成するに
は、［Export as］ → ［Without Mendeley Fields］
で別ファイルに出力します。

リンクを解除したファイルの作成
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グループの種類と作成

6. プライベートグループ Mendeleyのプライベートグループは、他のユーザーと文献を共有することを可能にし、
研究者間のコラボレーションを促進します。

他のメンバーの招待と管理

文献の共有

左フレームのGroups欄の［Create Group…］をクリック
します。

ポップアップウィンドウで、グループの名前と説明を入力し、
グループの種類を選択します。

Private … 招待されたメンバーのみが追加・閲覧で
きます。書誌情報とPDFを共有できます。プライベー
トな研究プロジェクトに適しています。

Invite-only … 誰でも閲覧できますが、招待されたメ
ンバーのみが投稿できます。ラボの研究成果やリーディ
ングリストの公開に適しています。

Open … 誰でも閲覧・投稿できます。オープンなディ
スカッショングループに適しています

［Create group］をクリックしてグループを作成します。
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エルゼビア・ジャパン株式会社
リサーチソリューションズ

プライベートグループは、デスクトップ版で作成できます。

グループに他のユーザーを招待するには、左フレームの
Groups欄でグループを選択してから、［Members］タブ
を開きます。

［+ Invite people …］欄に招待したいユーザーの
E-mailを入力してから、［Send］をクリックして招待を送
信します。

招待されたユーザーには、E-mailで通知が届きます。
招待されたユーザーが［Accept］すると、グループに
参加できます。

グループのOwnerは、メンバーの右の　　  メニューか
ら、他のメンバーにOwnerの権限を譲渡したり、他のメ
ンバーをグループから削除したりできます。
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無料版では25人のプライベートグループを5つまで、機関版
では100人のプライベートグループを無制限に作成できます。
グループを作成したOwnerが他のメンバーを招待します。

PDFに書き込んだハイライトや注釈も他のユーザーと共
有できます。ユーザーの名前や写真、ハイライトや注釈
の色でユーザーを区別することができます。
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デスクトップ版で文献をプライベートグループのフォルダに
コピーしてからウェブ版と同期すると、文献を他のメンバーと
共有することができます。プライベートグループでは、PDFも
共有することができます。
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よくある質問と回答、ご質問（英語）
http://support.mendeley.com

ユーザー向け情報（日本語）
本ガイドの PDF版、オンライン講習会情報など
http://www.elsevier.com/jp/mendeley/users




